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電気・電子回路  

【出題の意図】 

大問１：問題のテーマは交流回路・RLC回路であった．インピーダンスやアドミタンスを

複素数（直交座標表示，フェ−ザ表示）で表現する交流回路の解析方法の理解度を評価する

意図で出題した． 

大問２：問題のテーマは直流回路であった．オームの法則，キルヒホッフの法則，テブナン

の定理，ノートンの定理を用いた直流回路（電源回路）の解析方法の理解度を評価する意図

で出題した． 

大問３：問題のテーマはオペアンプであった．仮想短絡などといった理想オペアンプの特性

の理解度，および重ね合わせの理を用いた回路の解析ができるかを評価する意図で出題し

た． 


